
R3.6.28現在 浦添市感染レベル ３ー２⃣

レベル１
1⃣ 2⃣ 1⃣ 2⃣ 3⃣

① 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止

② 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止

③

出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止

④
出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止 出席停止

⑤ 登校
出席停止 出席停止 出席停止

⑥ 登校 登校 登校 登校
出席停止 出席停止

①

②

①

②

③

①

②

リスクの低い活動から

段階的に活動する。

体育授業中のマスク着用等

□濃厚接触の疑いのある生徒･特定された生徒の活動停止。　□必要に応じて、感染リスクの高い活動の見直し

□マスクを着用しない活動の制限など、警戒度を高める工夫を図る。

水泳学習

リスクの低い授業（講義式、発表等）

リスクの高い活動（調理実習、笛、合唱、班活動等）

リスクの低い活動（一定の距離を

保ち、呼気が激しくならない活動）

 感染無：部活や学校内に感染者がいない場合の活動

リスクの低い活動（密にならない、屋外等）

リスクの高い活動(遠足や修学旅行等バス、宿泊を伴う)

部

活

動

行

事

※1 九州・全国大会の予選を兼ねた県内大会やコンクール等に出場する場合に限り、平日90分以内(早朝練習なし）土日休日２時間以内、必要最小限の人数で行う。

更衣室やシャワー室等での密を避けるなど、感染防止策を講じ実施

R3.9スポーツ庁「学校の水泳授業における感染症対策について」に基づき行う。

浦添市立学校　新型コロナウイルス感染症　感染レベル別対応策

授

業

感　染　レ　ベ　ル　
　　学　校　対　応
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席

停

止

等

基

準

登校を控えるよう依頼（出席停止扱い）

本

人

家

族

等

感染が判明した者

感染者の濃厚接触者

感染が疑われる者　濃厚接触者以外で症状があり検査を受けて

いる者、学校内に感染者が発生し濃厚接触者特定までの期間、

濃厚接触の可能性があり学校長が出席停止を指示した者

発熱等の風邪症状が見られる者

同居家族に発熱等の風邪症状が見られる者

同居家族が、濃厚接触者になった者

〇警戒レベルや学校対応等の詳細は、沖縄県教育委員会ホームページをご覧ください。

「お子様が感染した」「感染等の可能性がある」等の場合は、速やかに学校にご連絡ください。その後の出席等については、個々の状況に応じて学校や教育委員会等で決定し、ご連絡します。

密集での運動や近距離、接

触等の活動は可能な限り感

染症対策を行った上で実施

する。

教

育

活

動

レベル３レベル２

　通常登校・学級閉鎖・学年閉鎖・臨時休業等

最大限の対策を講じ、個人や少人数での活動等、

十分な距離を空け活動する。

年間指導計画、教材配列等変更

体

育
リスクの高い活動（児童生徒が

密集する運動や近距離で組み合ったり、接触したりする活動）

感

染

有

感染者が発生した部の活動

感染が拡大している場合（陽性者複数名発生等）

（ 同居家族の症 状 が無くなれば、登校は可能 ）

感染防止対策対策を徹底したうえで、通常登校 各学校の感染状況に応じた時差登校や分散登校、

休業等検討（教育委員会で判断）

最大限の感染防止策を講じ、通常通り活動する。

実施しない

密集する運動や近距離で組み合ったり、接触したりする運動等の感染症対策

を講じてもなお感染のリスクが高い運動は行わない。

マスク着用は必要ないが、感染リスクを避けるため、間隔を十分確保する

但し、児童生徒がマスクの着用を希望をする場合は可とする。

（検査結果が陰性の場合は登校可能）

一定距離を保ち同じ方向を向き、回数や時間を絞

るなどの十分な感染対策をした上で実施する。

（各学校の感染状況に応じて、保健所、教育委員会、学校で判断）

実施方法、時期の変更 実施しない密を避け感染防止策を講じ実施、方法検討

密を避け感染防止策を講じ実施、方法検討 実施しない感染防止策を講じ実施

更 に 感 染 防 止 策 を 講 じ 実 施

更に感染防止策を講じ実施

感染防止策を講じ実施

実 施 し な い感染防止策を講じ実施

部 活 動 休 止 の 検 討 ・ 実 施 まん延防止等重点措置・緊急事態宣言発令時：原則休止※1

原則休止※1

（本人の症状が無くなれば登校は可能。発熱等の理由が別疾患の場合は、病休とする。）

可能な限り屋外で実施し、熱中症に十分注意屋

内の場合、呼気が激しくなる運動は避ける。

可能な限り屋外で実施し、熱中症に十分注意し実施する。集団で行う活動

は避け、個人で行う。小集団での活動の際は十分な距離を空ける。

可能な限りマスクを着用（着替えや移動、教師の説明時、呼気が激しく

ならない軽度な運動等）

□年間指導計画や教材配列の変更見直し等で可能な時期に履修する。 □自宅で既習事項の反復学習やデジタルコンテンツ教材等の活用


